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オリンピック見ましたか？





金メダルを多く取る国には
どんな共通点があるのか



データ概要

• 2024パリオリンピックの金メダルの獲得数の多い国から順に50の国の
データを使用。

説明変数

• Area（面積）: 国の面積

• Population（人口）: 国の人口

• Number of athletes（選手数）: オリンピックに出場する選手の数

• GDP（国内総生産）: 国の経済規

• Average annual temperature（年間平均気温）: 国の平均気温

• Average altitude (平均標高）：国の平均標高





分析方法

• 説明変数の値を数式を使って1~5の数値に落とし込む

コード

for(col in 3:9){

change_data <- data[, col]

min_val <- min(change_data,na.rm = TRUE)

max_val <- max(change_data,na.rm = TRUE)

scaled_data <- round(1 + (change_data - min_val) * 4 / (max_val - min_val))

data[, col] <- scaled_data

}



分析方法

• メダル獲得順位(Rank)と説明変数との相関係数を求める

→ 最も強い負の相関が見られる説明変数を探す

(順位は1に近づくにつれていいため)

コード

# 相関係数の計算

data_numeric <- data[, -which(names(data) == "Country.Name")]

cor_matrix <- cor(data_numeric)

cor_matrix

print(cor_matrix["Rank", ])



結果

➢print(cor_matrix["Rank", ])

Rank 1.00000000 

Area -0.36192601

Population million -0.25535996 

Number of athletes -0.72757863

Number of appearances -0.34549696 

Average altitude m 0.06719549

Average annual temperature 0.38505164

GDP billion USD. -0.40306852



結果

• Rank と Number of Athletes (相関係数: -0.7276)
金メダル順位と選手数には強い負の相関があり、選手数が多いい国は金メダルの獲得数が多くなる
傾向がある。

• Rank と GDP (相関係数: -0.4031)
金メダル順位とGDPには負の相関があり、経済的に豊かな国ほど金メダルの獲得順位が高い傾向が
ある。

• Rank と Average Annual Temperature (相関係数:0.3851)
金メダル順位と年間平均気温には正の相関があり、気温が高いほど金メダルの獲得順位が低い傾向
がある。



回帰木

• 木の根は「Number.of.athletes」（選手の数）
が3以上かどうかで分割されています。これは、
最も重要な変数であり、ランクの予測に大きな
影響を与えていることがわかります。

• 左の枝（選手数が3以上の場合)
平均年間気温が5未満でさらに分割され、最終的
にランクの予測値が7.8となります（n=12）。
これは、選手数が多く、気温が低い国が比較的
良いランクを取る可能性があることを示してい
ます。

• 右側の枝（選手数が3未満の場合）:平均年間気
温が4未満かどうかで分割され、さらに高度や出
場回数で細かく分岐しています。



まとめ

•パリオリンピックにおいて金メダルの獲得数に最も強
く影響を与える要因は『選手数』。

• GDPや、平均気温もメダル獲得に影響を与える。

•人口や高度は、あまり関連性がない。
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